
講演要旨

自然の制約のもとで
　「よりよく」暮らそう！

1958 年スリランカ生まれ。東北大学大学院国際文化研究科国際資
源政策論講座教授。株式会社シャクティリサーチ取締役。主な研
究課題は未利用資源の有効利用に関する研究、エコロジカルフッ
トプリントを用いた環境負荷評価。
●ホームページ
　http://www.intcul.tohoku.ac.jp/　（東北大学大学院国際文化研究科）
　http://human-security.jp/index.php　（ヒューマンセキュリティ連携国際教育プログラム）
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ディニル プシュパラール　Dinil Pushpalal
東北大学大学院国際文化研究科　教授

［会 場］せんだいメディアテーク １階オープンスクエア
［時 間］18:00 ▶ 19:45（17:30 開場）

［お問い合わせ］東北大学広報課　℡ 022-217-4977　［HP］http://cafe.tohoku.ac.jp/salon/
※テーマ・講演者等については都合により変更となる場合があります。※開催の様子をカメラ等で撮影し、東北大学において、その写真をホームページ等の広報用に使用する場合がありますのでご了承下さい。

［参加費］  無  料
（事前申し込みは不要です）

ようこそ Liberal Arts Salon へ 

「世界中の人が全員日本に住む人々と同じレベルの生活をしたと
したら、2.28コ分の地球を踏みつけなければならない。」この
「2.28コ分の地球」という数字はどのように算出されたものな
のでしょうか。また、みなさん一人ひとりの生活について、計
算してみたらどうなるでしょうか。そもそも、「よりよい暮らし」
とはどのようなものなのでしょうか。一緒に考えてみたい方は
11月 12日にお会いしましょう。年によって地球の数には
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